
動
特
性
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
て
、
効
果
的
な
自
転
車
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
を
進
め
、
社
会
に
導
入
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ

し
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
帝
塚
山

大
学
心
理
福
祉
学
部
の
蓮
花
一
己
教
授
は
、
研
究

の
目
的
と
背
景
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
日
本
で
は
、
自
転
車
の
事
故
防
止
に
向
け
た

対
策
と
い
う
と
、
す
ぐ
に
弱
者
保
護
の
議
論
に
な

り
が
ち
で
す
が
、
私
は
そ
れ
に
ず
っ
と
違
和
感
を

覚
え
て
き
ま
し
た
。
と
い
う
の
は
、
日
本
の
自
転

車
利
用
者
は
、
欧
米
諸
国
に
比
べ
て
か
な
り
マ
ナ

ー
が
悪
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
今
回
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
自
転

車
利
用
者
の
意
識
調
査
を
行
っ
た
の
で
す
が
、
そ

れ
に
よ
る
と
、
と
く
に
中
・
高
・
大
学
生
な
ど
、

若
年
層
の
ル
ー
ル
違
反
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
今
後
は
彼
ら
の
技
量
や
マ
イ
ン

ド
を
向
上
さ
せ
、
ル
ー
ル
遵
守
や
マ
ナ
ー
向
上
を

は
か
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
を
実
践
し
て
い

く
上
で
、
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
最
も
効
果

的
な
の
か
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
そ
の

方
向
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

蓮
花
教
授
ら
が
行
っ
た
意
識
調
査
に
よ
る
と
、

高
校
生
や
大
学
生
の
ル
ー
ル
違
反
が
多
く
、
携
帯

電
話
利
用
に
よ
る
片
手
運
転
、
傘
差
し
運
転
、
夜

間
の
無
灯
火
な
ど
が
顕
著
だ
っ
た
と
い
う
。一
方
、

●編集室：本田技研工業株式会社 安全運転普及本部内
〒１０７-８５５６東京都港区南青山２－１－１
TEL 03（5412）1736
http://www.honda.co.jp/safetyinfo/

●編集人：千葉英雄

自
転
車
は
手
軽
に
使
え
る
便
利
な
交
通
手
段

で
あ
り
、
中
・
高
校
生
年
代
に
と
っ
て
は
生
活
必

需
品
の
１
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
通
学
や
遊
び
、

習
い
事
な
ど
で
自
転
車
を
利
用
す
る
機
会
は
非
常

に
多
い
状
況
だ
が
、
こ
の
年
代
の
自
転
車
事
故
が

多
発
し
て
い
る
の
も
ま
た
事
実
で
あ
り
、
こ
の
層

に
向
け
た
効
果
的
な
自
転
車
教
育
の
導
入
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
近
年
、
自
転
車

教
育
の
新
た
な
方
向
性
を
探
る
動
き
が
出
て
き
て

い
る
。
今
回
は
そ
の
１
つ
と
し
て
、
公
益
財
団
法

人
国
際
交
通
安
全
学
会
が
進
め
る
自
転
車
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
ホ
ン
ダ

が
今
年
４
月
に
作
成
し
た
「
中
・
高
校
生
へ
の
自

転
車
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
活
用
し
た
、
高
知
県

の
中
学
校
で
の
自
転
車
教
育
の
事
例
な
ど
を
紹
介

す
る
。

公
益
財
団
法
人
国
際
交
通
安
全
学
会
で
は
、

一
昨
年
よ
り
「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
自
転

車
利
用
者
の
心
理
行
動
特
性
を
踏
ま
え
た
安
全
対

策
の
研
究
」
と
し
て
、
総
合
的
な
自
転
車
教
育
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開

し
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
中
学
校
２

校
（
三
重
県
鈴
鹿
市
立
白
子
中
学
校
、
創
徳
中
学

校
）
の
協
力
を
得
て
、「
自
転
車
利
用
者
へ
の
意

識
調
査
」「
公
道
で
の
自
転
車
利
用
者
の
行
動
観

察
調
査
」「
ジ※

１

ャ
イ
ロ
セ
ン
サ
を
使
っ
た
運
転
行

動
分
析
」
な
ど
を
実
施
。
中
学
生
の
自
転
車
利
用

の
実
態
や
、
こ
の
年
代
に
特
有
の
心
理
特
性
・
行
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運
転
行
動
を
客
観
評
価
し
、

「
気
づ
き
」
を
与
え
る

～Safety for Everyone～
Hondaはすべての人の

交通安全を願い活動しています。

ホンダ　SJ 検索SJホームページは
Since 1971

Hondaの交通安全情報紙

特集：中・高校生の自転車教育への新たなアプローチ

生徒の自主性を引き出す自転車教育

※年間購読をご希望の方は、下記までお問合わせください。
㈱アストクリエイティブ 安全運転普及本部係
TEL 03（5439）1191   E-mail:sj-mail@spirit.honda.co.jp

津野町立葉山中学校（高知県）では、Hondaが作成した中・高校生向けの
自転車教育用教材と自転車シミュレーターを活用した授業が行われた

公益財団法人 国際交通安全学会の研究プロジェクトの一環で実施さ
れた鈴鹿市立白子中学校（三重県）の生徒を対象にした「自転車技能
コンテスト」

●公益財団法人 国際交通安全学会　研究プロジェクト

リーダー　蓮花一己（帝塚山大学心理福祉学部教授）
メンバー　岸田孝弥（中京大学心理学部教授）

鈴木美緒（東京工業大学大学院総合理工学研究科助教）
多田昌裕（ATR・知能ロボティクス研究所研究員）
中西　盟（本田技研工業（株）安全運転普及本部主幹）
舟渡悦夫（大同大学工学部教授）
宮　光明 （本田技研工業（株）安全運転普及本部

鈴鹿普及ブロック主幹）
向井希宏（中京大学心理学部教授）
矢野円郁（中京大学心理学部助教）
山本俊行（名古屋大学エコトピア科学研究所教授）

●研究プロジェクトに関する問合せ先
公益財団法人国際交通安全学会
TEL：03-3273-7884  FAX：03-3272-7054

中
学
生
年
代
で
の
教
育
が

そ
の
先
に
つ
な
が
る

※1 ジャイロセンサ＝動作中の人体や物体の角速度（単位時間に回転した角度）を測定する装置。

②13～19歳の状態別交通事故死傷者
（76,773人中）

①年齢層別交通事故死傷者数
（901,071人中）

自転車乗用中

45.2％

13～19歳

8.5％

自動車乗車中
（28.1％）

20～64歳（72.4％）

65歳以上
（13.8％）

原付乗車中
（14.5％）

自動二輪
乗車中
（7.4％）

歩行中・その他（4.8％）0～12歳（5.3％）

出典：交通統計（平成22年版）



で
は
各
学
級
か
ら
２
名
ず
つ
、
計
36
名
で
構
成
さ

れ
た
交
通
安
全
委
員
会
が
、
事
前
に
作
成
し
た
登

校
路
の
危
険
個
所
を
記
録
し
た
映
像
を
放
映
。
生

徒
自
身
が
解
説
者
と
な
り
、
そ
の
箇
所
が
な
ぜ
危

険
な
の
か
を
全
校
生
徒
の
前
で
説
明
し
た
。ま
た
、

学
校
周
辺
の
ヒ
ヤ
リ
マ
ッ
プ
も
作
成
し
、
生
徒
全

員
で
危
険
個
所
の
情
報
を
共
有
。
さ
ら
に
は
、
生

徒
会
が
作
成
し
た
ビ
デ
オ
「
も
し
も
事
故
に
あ
っ

た
ら
」
を
放
映
し
、
万
一
の
際
の
対
処
法
も
学
ぶ

な
ど
、
生
徒
の
自
主
性
を
重
ん
じ
た
ユ
ニ
ー
ク
な

試
み
が
展
開
さ
れ
た
。

「
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
は
、
す
べ
て

『
動
機
づ
け
』
を
重
視
し
た
参
加
体
験
型
教
育
で

あ
る
と
い
う
点
で
す
。
私
た
ち
は
、
生
徒
が
自
主

的
に
学
ぶ
た
め
の
手
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
こ

だ
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
交
通
安
全
に
つ
い
て
学

ぶ
際
に
、上
か
ら
一
方
的
に
教
わ
る
の
で
は
な
く
、

生
徒
が
自
主
的
に
考
え
、
解
決
に
向
け
た
行
動
改

善
を
行
う
。
そ
れ
を
他
の
生
徒
に
も
呼
び
か
け
、

生
徒
全
員
に
浸
透
さ
せ
て
い
く
流
れ
を
つ
く
る
こ

と
が
、
と
て
も
重
要
だ
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
今

年
は
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
、『
上
級
生
が
下
級

生
に
教
え
る
』、『
中
学
生
が
小
学
生
に
教
え
る
』、

『
中
学
生
が
ヒ
ヤ
リ
マ
ッ
プ
を
つ
く
っ
て
、
地
域

の
警
察
や
教
育
委
員
会
に
提
案
す
る
』
と
い
う
活

動
に
ま
で
、
拡
大
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

う
し
て
自
転
車
教
育
の
輪
が
、
世
代
を
超
え
て
地

域
に
広
が
る
こ
と
で
、『
自
分
た
ち
の
町
を
、
自

分
た
ち
で
良
く
し
た
い
』
と
い
う
、
あ
る
種
の
社

会
意
識
が
芽
生
え
て
き
ま
す
。
さ
ら
に
P
T
A
な

ど
も
巻
き
込
み
、
こ
の
運
動
を
大
人
も
参
加
で
き

る
も
の
に
育
て
て
い
け
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
乗
効

果
が
生
ま
れ
、
大
き
な
成
果
を
得
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
」。

蓮
花
教
授
ら
に
よ
る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
高
齢
者
の
自
転
車
教
育
に
関
わ
る
調
査
研
究

も
進
め
て
い
る
。
最
終
的
に
は
、
こ
う
し
た
個
別

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
総
合
的
に
体
系
化
し
、
社
会
に
発

信
し
て
い
く
予
定
だ
と
い
う
。

自
転
車
教
育
に
つ
い
て
は
、
ホ
ン
ダ
で
も
そ

の
重
要
性
を
認
識
し
、
教
育
機
器
の
開
発
や
教
材

の
作
成
、
全
国
５
ヵ
所
に
設
け
た
地
区
普
及
ブ
ロ

ッ
ク
を
通
じ
た
指
導
者
育
成
な
ど
に
力
を
注
い
で

い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
今
年
４
月
、
新
た
に

中
・
高
校
生
向
け
の
自
転
車
教
育
用
教
材
を
作
成

し
、
希
望
者
が
自
由
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
（
無
料
）
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
こ
の
教
材
は
、
中
学
・
高

校
の
教
職
員
や
、
地
域
の
交
通
安
全
指
導
者
が
、

自
転
車
教
育
を
実
施
す
る
と
き
に
役
立
つ
「
自
転

車
教
育
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
、
指
導
時
に
使
用

す
る
「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
で
構
成
。
実
際
に
中
・

高
校
生
が
起
こ
し
た
自
転
車
事
故
を
も
と
に
安
全

に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

５
月
24
日
に
、
こ
の
新
教
材
と
、
ホ
ン
ダ
自

転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
活
用
し
た
自
転
車
教
育

が
、
高
知
県
高
岡
郡
に
あ
る
津
野
町
立
葉
山
中
学

校
で
実
施
さ
れ
、
当
日
は
同
校
の
２
年
生
22
名
が

参
加
し
た
。
葉
山
中
学
校
は
山
間
部
に
位
置
し
、

生
徒
数
は
３
学
年
で
計
94
名
。
そ
の
大
多
数
が
自

転
車
通
学
を
行
っ
て
お
り
、
中
に
は
40
〜
50
分
も

か
け
て
通
学
す
る
生
徒
も
い
る
と
い
う
。
こ
う
し

た
環
境
の
中
で
、
今
回
の
自
転
車
教
育
を
実
施
し

た
目
的
に
つ
い
て
、
同
校
の
正
木
敬
造
校
長
は
次

の
よ
う
に
話
す
。

「
こ
の
あ
た
り
は
、
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
も

限
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
自
転
車
は
生
徒
た
ち
に

と
っ
て
、
ま
さ
に
生
活
の
足
で
す
。
登
下
校
な
ど

で
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に
、
安
全
運
転
の
基
本

を
し
っ
か
り
教
え
込
む
必
要
が
あ
る
の
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
彼
ら
も
や
が
て
進
学
す
る
と
、
交
通

量
の
多
い
町
中
で
の
自
転
車
利
用
が
増
え
て
い
き

ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
場

面
を
想
定
し
た
教
育
を
行
っ
て
お
け
ば
、
必
ず
将

来
役
立
つ
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

こ
の
日
は
ま
ず
、
同
校
の
増
田
麻
美
教
諭
の

指
導
の
も
と
、
周
辺
地
域
で
発
生
し
た
事
故
事
例

さ
せ
る
教
育
を
行
っ
た
。

「
②
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
講
習
」
は
、
ホ※

２

ン
ダ
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
活
用
し
て
実

施
。
こ
の
講
習
は
、
実
際
の
交
通
場
面
で
起
こ
り

う
る
危
険
な
状
況
を
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
通
じ

て
安
全
に
体
験
さ
せ
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
り
、

こ
の
講
習
を
通
じ
て
生
徒
た
ち
の
危
険
予
測
能
力

の
向
上
を
図
っ
た
。

「
③
自
転
車
技
能
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、
白
子
中

学
校
テ
ニ
ス
部
の
生
徒
31
名
を
対
象
に
実
施
。
上

位
者
に
は
表
彰
を
行
う
な
ど
、
生
徒
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
る
工
夫
も
施
し
た
。
コ
ン
テ
ス
ト

の
成
績
の
上
位
者
は
左
右
確
認
時
の
首
振
角
度
が

大
き
く
、
減
速
も
き
ち
ん
と
行
っ
て
い
る
の
に
対

し
、
下
位
者
は
ほ
と
ん
ど
首
も
振
ら
ず
、
減
速
も

し
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
技
能
的
な
課
題
を
生
徒

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
本
人
の
自
覚

を
促
す
の
が
ね
ら
い
で
あ
る
。

「
④
自
主
活
動
型
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
」
に
つ
い

て
は
、
創
徳
中
学
校
の
全
校
生
徒
を
対
象
に
、
生

徒
会
主
導
の
交
通
安
全
集
会
を
開
催
し
た
。
こ
こ

よ
り
、
確
認
水
準
の
高
い
者
と
、

低
い
者
で
ど
の
よ
う
な
差
が
あ
る

か
を
分
析
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
水
準

に
あ
っ
た
指
導
の
方
法
を
検
討
し

た
。こ

う
し
て
対
象
を
客
観
的
に

評
価
し
、
全
体
の
傾
向
を
分
析
し

た
り
、
個
別
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

う
手
法
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
教
育
な

ど
で
は
す
で
に
導
入
さ
れ
て
い
る

が
、
自
転
車
教
育
で
そ
こ
ま
で
踏

み
込
ん
だ
例
は
、
日
本
で
は
こ
れ
ま
で
存
在
し
な

か
っ
た
。
そ
れ
を
自
転
車
教
育
に
持
ち
込
み
た
い

と
い
う
の
が
、
蓮
花
教
授
ら
の
大
き
な
ね
ら
い
で

あ
る
。

こ
れ
ら
の
評
価
を
終
え
た
後
に
、
蓮
花
教
授

ら
が
２
校
に
提
案
し
た
具
体
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、「
①
集
団
ビ
デ
オ
講
習
」「
②
自
転
車
シ
ミ

ュ
レ
ー
タ
ー
講
習
」「
③
自
転
車
技
能
コ
ン
テ
ス

ト
」「
④
自
主
活
動
型
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
」
の
４

つ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
実
施
す
る

こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
、
高

い
教
育
効
果
が
期
待
で
き
る
と
い
う
。

具
体
的
に
み
る
と
、「
①
集
団
ビ
デ
オ
講
習
」

で
は
、
記
録
し
た
自
転
車
利
用
実
態
の
ビ
デ
オ
を

活
用
し
て
、
実
際
に
危
険
な
シ
ー
ン
を
生
徒
に
見

せ
な
が
ら
、
正
し
い
確
認
の
仕
方
や
交
通
ル
ー
ル

な
ど
を
指
導
。
自
分
た
ち
の
課
題
を
生
徒
自
身
に

気
づ
か
せ
、
ど
の
よ
う
に
改
善
す
べ
き
か
を
考
え

中
学
生
は
校
則
に
従
お
う
と
す
る
意
識
が
強
い
こ

と
も
あ
っ
て
、ル
ー
ル
の
遵
守
は
ま
ず
ま
ず
だ
が
、

一
時
停
止
や
交
差
点
で
の
左
右
確
認
な
ど
、
基
本

的
な
安
全
行
動
が
未
熟
で
、
そ
の
自
覚
も
乏
し
い

と
い
う
結
果
が
出
た
。

「
そ
こ
で
、
ま
ず
中
学
生
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞

っ
て
、
自
転
車
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
年
代
は
、
大
人
の
言
う
こ

と
に
従
順
な
面
が
残
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
き
ち
ん

と
教
育
す
れ
ば
マ
ナ
ー
も
含
め
た
行
動
の
改
善
に

結
び
つ
き
や
す
い
。
や
が
て
彼
ら
が
高
校
生
、
大

学
生
に
な
っ
て
か
ら
の
改
善
効
果
も
期
待
で
き
る

と
考
え
た
わ
け
で
す
」。

蓮
花
教
授
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
重
要
な
キ

ー
ワ
ー
ド
と
な
る
の
は「
客
観
評
価
手
法
の
確
立
」

で
あ
る
。
や
み
く
も
に
改
善
を
訴
え
る
の
で
は
な

く
、
こ
の
年
代
の
一
人
ひ
と
り
が
、
ど
の
よ
う
な

交
通
行
動
を
取
っ
て
い
る
の
か
を
客
観
的
に
評
価

検
証
し
、
そ
れ
を
本
人
に
示
す
こ
と
で
「
気
づ
き
」

を
促
し
、
行
動
改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
め
ざ
し

て
い
る
。

そ
こ
で
ま
ず
、
白
子
中
学
校
と
創
徳
中
学
校

の
生
徒
た
ち
の
自
転
車
利
用
状
況
を
確
認
す
る
た

め
に
、
校
門
や
登
校
路
の
交
差
点
付
近
な
ど
に
ビ

デ
オ
を
設
置
し
、
行
動
観
察
調
査
を
行
っ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
生
徒
た
ち
の
安
全
確
認
（
左
右
確
認

の
回
数
と
一
時
停
止
状
況
）、
走
行
人
数
（
単
独

か
集
団
か
）、
走
行
状
況
（
並
走
、
会
話
、
脇
見
、

蛇
行
、
片
手
運
転
な
ど
）、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

有
無
な
ど
を
観
察
し
、
生
徒
た
ち
の
自
転
車
利
用

の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
。

さ
ら
に
、
白
子
中
学
校
の
生
徒
36
名
を
対
象

に
、
生
徒
た
ち
の
確
認
行
動
を
統
計
的
に
把
握
す

る
実
験
を
行
っ
た
。
無
線
ジ
ャ
イ
ロ
セ
ン
サ
、
小

型
カ
メ
ラ
、
G
P
S
を
付
け
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
し
て
、
登
下
校
で
通
る
道
路
を
普
段
と
同
じ
よ

う
に
走
行
し
て
も
ら
う
と
い
う
内
容
だ
。
こ
れ
に
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実
際
に
あ
っ
た

事
故
事
例
を
も
と
に

生
徒
同
士
で
話
し
合
う

「自転車技能コンテスト」では白子中学校の生徒たちが無線ジ
ャイロセンサ、小型カメラ、GPSを付けたヘルメットを着用
して走行。また、「自転車シミュレーター講習」も行われた

創徳中学校の交通安全委員会の生徒たちが作成した学校周辺の
ヒヤリマップ

押
し
つ
け
で
は
な
く
、

自
主
的
に
学
ぶ
教
育
を

※2 Honda自転車シミュレーター＝自転車利用者のマナーや危険予測能力を高めることを目的に、Hondaが開発した体験型教育機器。
詳細は右記ホームページを参照。http://www.honda.co.jp/simulator/bicycle/

4月15日に開催された「平成22年度国際交通安
全学会研究調査報告会」（5面参照）で研究プロ
ジェクトの成果を発表する帝塚山大学心理福祉学
部の蓮花一己教授



冒
頭
で
も
紹
介
し
た
と
お
り
、
日
本
は
欧
米

諸
国
と
比
べ
て
、
自
転
車
利
用
の
マ
ナ
ー
が
悪
い

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
違
い
は
、

日
本
と
欧
米
の
交
通
安
全
教
育
の
違
い
か
ら
生
じ

る
結
果
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
あ
た
り
の
事
情
を

蓮
花
教
授
に
う
か
が
っ
た
。

「
た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ
は
自
転
車
の
歩
道
通
行

が
一
部
認
め
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
日
本
と
自
転
車

の
通
行
ル
ー
ル
の
類
似
性
が
高
い
国
で
す
。
そ
の

ド
イ
ツ
で
は
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
、
積
み
上
げ
式

に
一
貫
し
た
交
通
安
全
教
育
を
行
う
と
い
う
国
の

ポ
リ
シ
ー
が
あ
っ
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
サ
ポ
ー

ト
体
制
の
も
と
で
、
各
年
代
に
合
わ
せ
た
教
育
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
幼
い
子
ど
も
に
は
両
親
が
教

育
す
る
形
式
を
取
っ
て
お
り
、
国
が
指
導
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
て
、親
た
ち
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

低
年
齢
で
の
教
育
が
、
よ
き
交
通
社
会
人
と
し
て

の
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
の
ベ
ー
ス
と
な
り
、
社
会
に

広
く
定
着
し
て
い
る
わ
け
で
す
」。

た
だ
し
、
国
に
よ
っ
て
交
通
イ
ン
フ
ラ
や
、

交
通
政
策
・
文
化
な
ど
が
異
な
る
た
め
、
欧
米
の

例
を
そ
の
ま
ま
日
本
に
取
り
入
れ
て
も
意
味
が
な

い
と
、
蓮
花
教
授
は
指
摘
す
る
。
私
た
ち
日
本
人

は
、
日
本
の
社
会
や
文
化
に
合
っ
た
教
育
手
法
を

模
索
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
教
育
内
容
を
常
に
体

系
化
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
共
有
す
る
ド
イ
ツ

の
姿
勢
は
、
学
ぶ
べ
き
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
。

「
私
た
ち
と
し
て
は
、
ま
ず
今
回
の
研
究
成
果

を
も
と
に
、
総
合
的
な
自
転
車
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
整
備
し
、
そ
れ
を
体
系
化
し
て
、
社
会
に
落
と

し
込
ん
で
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
で
き
れ

ば
社
会
実
験
と
し
て
、あ
る
特
定
の
地
域
を
選
び
、

教
育
だ
け
で
な
く
、
道
路
環
境
整
備
や
、
社
会
シ

ス
テ
ム
の
改
善
も
含
め
て
自
転
車
利
用
の
あ
り
方

を
考
え
、
他
地
域
の
参
考
に
な
る
改
善
事
例
を
つ

く
り
た
い
。
現
在
、
自
治
体
な
ど
と
接
触
し
て
、

そ
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ

う
し
て
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
、
あ
ら
ゆ

る
世
代
を
巻
き
込
ん
で
交
通
状
況
の
改
善
を
進
め

る
こ
と
が
、
よ
り
安
全
・
安
心
な
交
通
社
会
の
実

現
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」
と
、
蓮
花
教

授
は
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
る
。

最
初
は
増
田
教
諭
が
「
商
店
街
へ
行
く
」
の
コ
ー

ス
を
体
験
し
た
。
終
了
後
に
は
、
上
下
左
右
、
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
の
走
行
軌
跡
を
モ
ニ
タ
ー
で

再
生
し
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
場
面
ご
と
に
潜

む
危
険
や
、
正
し
い
運
転
を
解
説
。
続
い
て
生
徒

の
代
表
者
２
名
が
、「
ス
ー
パ
ー
に
行
く
」「
塾
に

行
く
」
な
ど
、
自
分
で
コ
ー
ス
を
選
ん
で
走
行
体

験
を
行
っ
た
。
ヒ
ヤ
リ
と
さ
せ
ら
れ
る
場
面
が
出

る
た
び
に
、
他
の
生
徒
か
ら
は
大
き
な
声
が
上
が

っ
た
。

こ
の
日
、
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
体
験

し
た
生
徒
の
一
人
は
、「
ま
わ
り
の
人
か
ら
指
摘

さ
れ
て
、『
あ
っ
、
こ
こ
で
確
認
が
必
要
な
ん
だ
』

と
気
づ
く
こ
と
も
あ
っ
た
し
、
ま
だ
ま
だ
自
分
の

乗
り
方
に
、課
題
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
周
囲
を
確
認
し
て
、
も
っ
と
安
全
に

乗
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
て
い
た
。

授
業
を
見
守
っ
た
正
木
校
長
は
、「
生
徒
た
ち

は
、
い
き
い
き
と
し
て
、
集
中
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
生
徒
の
側
か
ら
、『
面
白
か
っ
た
！
で
終

わ
っ
ち
ゃ
ダ
メ
だ
』
と
い
う
言
葉
が
出
た
の
も
、

非
常
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
教
え
方
が
す
ご
く
上
手
な
の
に
も

感
心
し
ま
し
た
。
こ
う
い
う
授
業
を
提
供
し
て
く

れ
る
と
こ
ろ
に
、
ホ
ン
ダ
の
交
通
安
全
教
育
へ
の

情
熱
を
感
じ
ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
た
。

続
い
て
、
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
っ

た
授
業
が
行
わ
れ
た
。
指
導
は
、
本
田
技
研
工
業

（
株
）
安
全
運
転
普
及
本
部
鈴
鹿
普
及
ブ
ロ
ッ
ク

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
担
当
し
た
。

授
業
は
ま
ず
、
自
転
車
を
安
全
に
利
用
す
る

た
め
の
基
礎
知
識
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
点
検
整
備
、

保
安
部
品
、
サ
ド
ル
や
ブ
レ
ー
キ
の
調
整
な
ど
に

つ
い
て
学
び
、
さ
ら
に
ブ
レ
ー
キ
の
か
け
方
、
ペ

ダ
ル
の
踏
み
方
、
乗
車
姿
勢
な
ど
を
確
認
し
た
。

い
よ
い
よ
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
体
験
。

に
近
い
も
の
と
し
て
「
無
灯
火
に
よ
る
自
転
車
事

故
」
を
題
材
に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
３
面
参
照
）

を
使
っ
て
の
授
業
が
行
わ
れ
た
。
増
田
教
諭
は
ま

ず
、
手
づ
く
り
の
イ
ラ
ス
ト
を
用
い
て
設
定
場
面

と
事
故
の
経
緯
を
説
明
。
そ
の
後
、
生
徒
た
ち
は

「
こ
の
事
故
が
な
ぜ
起
き
た
の
か
」「
そ
の
と
き
の

自
転
車
利
用
者
の
心
理
状
態
」「
事
故
が
起
き
る

と
、
後
々
ど
ん
な
影
響
が
出
る
か
」
と
い
っ
た
問

い
に
応
え
る
か
た
ち
で
、
自
分
の
考
え
を
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
に
記
入
。
そ
の
後
は
６
名
ず
つ
の
班
に
分

か
れ
、グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
展
開
。

そ
こ
で
話
し
合
わ
れ
た
内
容
を
、
各
班
の
代
表
が

黒
板
に
書
き
込
み
、
今
度
は
ク
ラ
ス
全
員
で
事
故

原
因
や
、当
事
者
の
心
理
つ
い
て
議
論
を
深
め
た
。

最
後
に
生
徒
た
ち
が
、
自
分
な
り
の
事
故
防
止
に

向
け
た
決
意
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
し
て
終

了
。
生
徒
た
ち
は
お
互
い
の
意
見
に
刺
激
を
受
け

な
が
ら
、
無
灯
火
運
転
に
潜
む
危
険
に
つ
い
て
多

面
的
に
考
え
、
理
解
を
深
め
た
様
子
だ
っ
た
。

指
導
に
当
た
っ
た
増
田
教
諭
は
、「
こ
の
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
は
、
実
際
に
あ
っ
た
事
故
事
例
を
も
と

に
裁
判
で
の
賠
償
金
額
も
明
示
さ
れ
て
い
る
の

で
、
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
り
ま
す
。
指
導
案
も
用
意

さ
れ
て
お
り
、
伝
え
る
べ
き
こ
と
が
明
確
に
な
っ

て
い
て
教
え
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
自
転
車
事
故

で
は
自
分
が
加
害
者
に
も
な
り
得
る
こ
と
を
、
生

徒
た
ち
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
語
っ
て
い
た
。

日
本
の
社
会
・
文
化
に

合
わ
せ
た
自
転
車
教
育
を

生
徒
に
自
分
の
乗
り
方
を

振
り
返
っ
て
も
ら
う
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特集：中・高校生の自転車教育への新たなアプローチ

「ワークシート」と指導案が掲載され

た「中学生・高校生への自転車教育

指導マニュアル」は以下のホームペ

ージからダウンロードが可能（無料）

http://www.honda.co.jp/
safetyinfo/junior/

「なぜ事故が起きたのか？」
「事故を起こす直前の自転車利
用者はどのような心理状態だ
ったか？」「事故が起きるとど
んな影響があるか？」自分の
考えをワークシートに記入

話し合いの内容を全員で共有
するために、グループごとの意
見を代表者が黒板に書き込む

個々のワークシートをもとに
グループで話し合う

生徒の数名に自転車に乗っ
ている時のヒヤリ体験や今
後の決意を発表してもらう

モニターの画面に、ライトを
点灯させている自転車と無灯
火の自転車の画像を表示させ
て、生徒に見え方の違いを確
認してもらう

増田教諭は言葉だけでなく、
見て聞いて理解できるよう、
手づくりのイラストを使って
事故の状況をわかりやすく説
明。

津野町立葉山中学校の正木敬造校長（写
真左）と増田麻美教諭（写真右）

生徒の代表者が自転車シミュレーターを運転している状況
を、他の生徒も確認できるようスクリーンに映し出す
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